
明
治
発 

未
来
ゆ
き

成
宗
電
車
の
一
世
紀

時
は
明
治
。

東
京
―
成
田
間
を
結
ぶ
鉄
道
の
開
通
で
活
況
を
呈
す

る
成
田
で
、
小
さ
な
電
車
の
運
行
が
始
ま
り
ま
し

た
。

成
田
と
宗
吾
を
結
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
名
を

「
成
宗
電
車
」
。
成
田
駅
を
中
心
に
、
新
勝
寺
・
宗

吾
霊
堂
と
い
う
二
つ
の
霊
場
を
結
び
、
多
く
の
参
詣

客
の
足
と
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
開
通
し
た
、
千

葉
県
最
初
の
電
車
で
す
。

地
元
で
の
反
対
運
動
や
2
度
の
世
界
大
戦
の
勃ぼ
っ

発ぱ
つ

な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
情
勢
に
翻ほ
ん

弄ろ
う

さ
れ
な
が
ら
、

35
年
に
渡
っ
て
成
田
の
街
を
走
り
続
け
た
成
宗
電
車

が
生
ま
れ
て
か
ら
一
世
紀
。

今
に
至
る
そ
の
軌
跡
を
、
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

権現山付近を走る成宗電車（明治期・今井正治さん所蔵）

特
集
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田
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役
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サウンドハウス
スポーツセンター
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スポーツセンター
（中台運動公園）

JR
成
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1

新
勝
寺
と
宗
吾
霊
堂
を 

東
西
に
結
ぶ

　

成
宗
電
車
の
開
通
は
、
明
治
43
年
。

そ
の
軌
道
は
、
成
田
山
新
勝
寺
と
宗
吾

霊
堂
を
東
西
に
結
ぶ
形
で
敷
設
さ
れ
ま

し
た
。

　

開
通
当
初
の
軌
道
は
、
全
線
複
線
。

電
車
は
成
田
駅
前
と
成
田
山
門
前
・
宗

吾
を
そ
れ
ぞ
れ
往
復
す
る
形
で
運
行
さ

れ
、
軌
道
の
両
端
に
あ
た
る
成
田
山
門

前
と
宗
吾
を
直
通
で
結
ぶ
電
車
は
走
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
車
両
の
運
行
は
、

お
よ
そ
5
〜
15
分
間
隔
で
行
わ
れ
、
始

発
と
終
電
以
外
は
特
に
時
刻
が
定
め
ら

れ
て
お
ら
ず
、
利
用
客
数
な
ど
の
状
況

に
応
じ
て
弾
力
的
に
運
用
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。

　

開
業
当
時
の
停
留
所
は
、
成
田
山
門

前
、
幼
稚
園
下
、
成
田
駅
前
、
論
田
、

新
田
、
大
袋
、
宗
吾
の
7
カ
所
。
停
留

所
を
発
車
す
る
際
の
合
図
や
警
笛
の
音

か
ら
、
成
宗
電
車
は
「
チ
ン
チ
ン
電

車
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

か
つ
て
の
軌
道
敷
は
現
在
、
市
道
や

住
宅
地
に
そ
の
姿
を
変
え
て
お
り
、
時

の
流
れ
と
と
も
に
そ
の
痕
跡
も
失
わ
れ 霊

場
に
開
か
れ
し
道

SE I S O U

第一章

電車道を走る観光循環バス

レンガ造りのトンネルが
当時の姿を残す“電車道”
　京成成田駅から新勝寺総門前に至る市道は、成宗電
車の軌道敷をそのまま道路に転用したことから「電車道」の
愛称で親しまれ、多くの人に利用されています。軌道敷設
の際に建設されたトンネルが原型をとどめて利用されるな
ど、当時の面影が色濃く残るこの道には、成宗電車をモ
チーフにデザインされた市営の観光循環バスも運行されて
おり、沿道を歩く人の目を楽しませています。

1

成田山門前停留所周辺（成田山霊光館提供）

重さ＝6.35トン
最大幅＝2,287ミリ
最大長＝7,930ミリ
レール幅＝1,372ミリ
定員＝40人

車両の概要

乗降口のドアがないオープンデッキ

波型模様の飾りが施
された二重屋根

滑車が回転し、架線
に接していた集電装
置（トロリーポール）
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51

51

464

成
田
市
役
所

京成
成田
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成田

成田山
新勝寺
成田山
新勝寺

加良部台公園加良部台公園

赤坂公園赤坂公園 後谷津公園後谷津公園

サウンドハウス
スポーツセンター
（中台運動公園）

サウンドハウス
スポーツセンター
（中台運動公園）

JR
成
田

公津の杜宗吾参道

宗吾霊堂

成田山門前
幼稚園下

成田駅前

論田
新田

大袋

宗吾 234

1

つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
少
し
注
意

し
て
観
察
し
て
み
る
と
、
今
も
そ
こ
こ

こ
に
、
か
つ
て
電
車
が
通
っ
て
い
た
こ

ろ
の
面
影
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

土中にひっそりと眠る
“第三のトンネル”
　電車道に残る二つのトンネルのほか
に、成宗電車の軌道下には「第三のトン
ネル」が存在しました。これは、人が通行
するために造られたトンネルで、成宗電
車がこの上を通過。路線廃止後も利用
されていましたが、宅地造成工事により
土中に埋められました。現在は、車が頻
繁に行き来する県道の下で、レンガ造り
のアーチが一部、土と雑草の間から顔を
のぞかせています。

今も変わらぬ景色は
かつて交差した路線の名残り
　論田と新田の間で、成宗電車の軌道
と成田鉄道（現在のJR成田線）の線路は、
前者が後者の下をくぐる形で交差していま
した。成宗電車の軌道跡に敷設された市
道がJR成田線のガード下を通っているこ
の場所は、現在も当時の地形的な特徴を
とどめています。

木立の中に横たわる
かつての電車の通り道
　成宗電車の軌道は、宗吾方面へ向けて並
走していた道路と交差し、大袋の停留所付近
で、その南側へ反れるように敷設されていまし
た。現在、大袋─宗吾間の軌道跡はそのほと
んどが住宅地に姿を変えていますが、ここには
電車を通すために作られた切り通しがそのまま
残されています。

今もかろうじてトンネルのアーチを確認
することができる

木々に覆われ私有地へと続く切り通し

軌道敷の跡地は現在は市道として利用されている

2

4

3

宗吾停留所周辺（竹村昌子さん提供）

（「成田の歴史アルバム」より）
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発
展
と
衝
突
の
果
て
に

SE I S O U

第二章

成
田
に
及
ん
だ 

交
通
革
命
の
波

　

成
田
参
詣
。

　

江
戸
時
代
に
端
を
発
す
る
、
成
田
山

新
勝
寺
へ
の
個
人
参
詣
は
、
明
治
期
に

お
け
る
成
田
へ
の
鉄
道
乗
り
入
れ
に

よ
っ
て
、
そ
の
規
模
に
劇
的
な
変
化
が

も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
、
遠
方
か
ら
成
田
へ
の
移

動
に
は
馬
車
が
利
用
さ
れ
る
の
が
一
般

的
で
あ
り
、
東
京
か
ら
の
参
詣
に
も
宿

泊
を
要
す
る
こ
と
が
通
常
で
し
た
。
し 

か
し
明
治
30
年
、
佐
倉
―
成
田
間
の
成 

田
鉄
道
開
通
に
よ
り
、
本
所（
現
在
の

錦
糸
町
）と
成
田
が
片
道
お
よ
そ
2
時

間
で
結
ば
れ
、
東
京
か
ら
日
帰
り
で
の

成
田
参
詣
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

所
要
時
間
の
面
で
参
詣
が
容
易
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
成
田
を
訪
れ
る
人

の
数
は
劇
的
に
増
加
。「
千
葉
県
統
計

書
」
に
よ
る
明
治
36
年
度
の
成
田
駅
の

年
間
乗
降
客
数
は
53
万
3
、
4
6
8
人

を
数
え
、
千
葉
駅
の
48
万
2
、
9
3
5

人
を
抜
い
て
県
下
随
一
を
記
録
し
て
い

ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
成
宗
電
車
開
設
の
発
起

人
た
ち
が
目
を
付
け
た
の
は
、
成
田
駅

か
ら
、
参
詣
客
の
目
的
地
と
な
る
新
勝

寺
に
至
る
約
1
㎞
の
参
道
の
存
在
で
し

た
。

　

鉄
道
の
運
行
が
各
地
で
商
業
的
な
成

功
に
結
び
付
い
て
い
た
当
時
、
彼
ら
は
、

急
な
勾こ

う
配ば

い
を
含
む
こ
の
区
間
に
お
け
る

電
車
の
需
要
を
見
込
み
、
さ
ら
に
宗
吾

霊
堂
ま
で
路
線
を
延
ば
し
て
成
田
を
訪

れ
る
参
詣
客
を
一
気
に
輸
送
し
よ
う
と

い
う
計
画
を
立
案
。
明
治
41
年
に
成
宗

電
気
軌
道
を
創
立
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
軌
道
敷
設
計
画
は
、

参
道
で
生
業
を
営
ん
で
い
る
地
元
民
か

ら
の
強
力
な
反
対
運
動
に
直
面
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

電車開通当初の成田駅前停留所（明治43年・「成
田の歴史アルバム」より）

開業を祝う花電車。成田山門前駅は万国旗で飾られている（明治43年・「成田の歴史アルバム」より）
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ら
門
前
ま
で
の
往
来
が
減
少
す
る
こ
と

を
懸
念
し
た
旅
館
・
土
産
物
屋
・
料
理

屋
の
経
営
者
た
ち
も
、
電
車
の
開
通
に

対
し
て
反
対
の
立
場
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
同
じ
町
内
で
も
、
車
夫
た

ち
に
同
調
す
る
花
崎
町
・
上
町
・
幸

町
・
仲
町
の
「
上
の
四
町
」
に
対
し
、

田
町
・
本
町
・
東
町
の
「
下
の
三
町
」

は
、
交
通
の
利
便
性
が
向
上
す
る
こ
と

へ
の
期
待
か
ら
電
車
開
通
を
歓
迎
。
立

場
の
違
い
か
ら
意
見
が
衝
突
し
、
と
き

に
は
乱
闘
騒
ぎ
が
起
こ
る
ほ
ど
の
対
立

と
な
り
ま
し
た
。

千
葉
県
初
の
電
車
と
し
て 

順
調
に
運
行

　

地
元
か
ら
の
根
強
い
反
対
運
動
に

遭
っ
た
成
宗
電
車
は
、
参
道
に
軌
道
を

敷
設
し
よ
う
と
い
う
当
初
の
計
画
を
変

更
。
二
つ
の
ト
ン
ネ
ル
を
掘
削
し
、
市

街
を
迂う

回か
い
し
て
門
前
に
至
る
コ
ー
ス
が

造
成
さ
れ
、
明
治
43
年
に
開
通
し
ま
し

た
。こ
れ
は
、
後
に
京
成
電
気
軌
道（
現

在
の
京
成
電
鉄
）が
東
京
か
ら
江
戸
川

を
越
え
て
軌
道
を
敷
設
す
る
4
年
前
に

当
た
り
、
千
葉
県
最
初
の
電
車
と
し
て

運
行
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
運
輸
状
況
概
し
て
良
好
」
と
明
治

45
年
度
の
営
業
報
告
書
に
あ
る
よ
う
に
、

電
車
開
通
当
初
の
事
業
は
順
調
で
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
成
宗
電
気
軌
道
は
、
電
車
へ

の
送
電
を
目
的
と
し
て
建
設
し
た
火
力

発
電
所
か
ら
の
電
力
を
一
般
家
庭
に

も
供
給
し
、
従
来
の
ガ
ス
灯
か
ら
電
灯

へ
の
交
換
を
促
進
。
大
規
模
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
フ
ト
が
成
田
に
も
た
ら
さ
れ
、

大
正
2
年
以
降
は
そ
の
供
給
区
域
が
拡

大
さ
れ
る
な
ど
、
電
力
事
業
も
堅
調
を

維
持
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
伴
う

炭
価
上
昇
、
関
東
大
震
災
の
影
響
に
よ

る
利
用
者
数
の
減
少
と
い
っ
た
外
的

要
因
に
よ
り
業
績
が
低
迷
す
る
こ
と
は

あ
っ
た
も
の
の
、
長
期
的
に
は
安
定
し

た
会
社
経
営
が
続
い
て
い
た
よ
う
で
す
。

明
治
41
年
11
月　

�

東
京
市
で
創
立
総
会
が
開
か
れ
成
宗
電
気
軌
道
株
式
会
社

創
立

明
治
43
年
4
月　

軌
道
敷
設
工
事
を
開
始（
請
負
は
東
京
の
野
村
組
）

　
　
　
　

9
月　

�

宗
吾
霊
堂
の
野
村
組
飯
場
か
ら
出
火
。
霊
堂
や
門
前
町
を

焼
失

　
　
　
　

12
月　

成
田
駅
前
―
成
田
山
門
前
が
開
通

明
治
44
年
1
月　

全
線
が
開
通

大
正
5
年
6
月　

社
名
を
成
田
電
気
軌
道
株
式
会
社
に
変
更

大
正
6
年　
　
　

創
業
以
来
初
め
て
年
4
分
の
配
当
を
行
う

大
正
7
年　
　
　

�

車
両
9
両
を
売
却（
内
訳
は
函
館
水
電
に
5
両
、
阪
神
急

行
電
鉄
に
4
両
）。
保
有
車
両
数
6
両
に

大
正
8
年
1
月　

成
田
駅
前
―
宗
吾
間
を
単
線
化

大
正
10
年
11
月　

東
京
市
電
か
ら
電
車
3
両
を
購
入
。
保
有
車
両
数
9
両
に

大
正
13
年
12
月　

帝
国
電
灯
に
電
灯
・
電
力
事
業
を
譲
渡

大
正
14
年
5
月　

�

京
成
電
気
軌
道
の
資
本
系
列
に
入
る

昭
和
2
年
5
月　

�

千
葉
県
営
軽
便
鉄
道
の
多
古
線
と
八
街
線
の
払
い
下
げ
を

受
け
社
名
を
成
田
鉄
道
株
式
会
社
に
変
更

昭
和
6
年
5
月　

京
成
電
車
前
停
留
所
を
新
設

昭
和
19
年
12
月　

�

軍
の
命
令
で
全
線
廃
止
。
9
両
の
車
両
は
横
浜
市
電
で
解

体

成
田
の
街
を
二
分
し
た 

反
対
運
動

　

成
宗
電
気
軌
道
創
立
当
時
、
成
田
駅

と
新
勝
寺
を
結
ぶ
参
道
に
は
、
お
よ
そ

1
5
0
台
の
人
力
車
が
行
き
来
し
て
い

ま
し
た
。
電
車
の
開
通
に
よ
っ
て
生
業

に
甚
大
な
影
響
が
及
ぶ
と
の
危
機
感
か

ら
、
軌
道
敷
設
に
対
す
る
反
対
運
動
の

急
先
鋒
と
な
っ
た
の
が
、
そ
の
車
夫
た

ち
で
し
た
。

　

ま
た
、
電
車
の
開
通
に
よ
っ
て
駅
か成田町字松原（現在の東町）に建設された火力発電所（明治43年ごろ・「成田の歴史アルバム」より）

成
宗
電
車
年
表
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乗
っ
取
り
を
画
策
。
地
元
資
本
で
は
経

営
に
影
響
を
及
ぼ
す
ほ
ど
の
力
を
欠
い

た
こ
と
か
ら
、
東
京
の
資
本
家
に
経
営

権
の
買
い
取
り
を
働
き
掛
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
応
じ
て
経
営
権
を
手
に
入
れ

た
資
本
家
た
ち
の
目
的
は
、
第
一
次
世

界
大
戦
の
影
響
で
値
上
が
り
し
て
い

た
鉄
を
確
保
し
、
そ
れ
を
売
却
す
る
こ

と
で
高
い
利
益
を
上
げ
る
こ
と
に
あ
り

ま
し
た
。
彼
ら
は
、
会
社
が
保
有
す
る

全
て
の
軌
道
・
車
両
を
売
却
す
る
た
め
、

全
線
廃
止
を
国
に
申
請
。
成
田
の
地
に

定
着
し
、
代
替
の
公
共
交
通
機
関
が
存

在
し
な
い
地
域
で
生
活
の
足
と
な
っ
て

い
た
成
宗
電
車
を
必
要
不
可
欠
と
し
て

い
る
人
々
に
動
揺
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

結
局
、
成
宗
電
車
の
公
共
性
を
理
由

に
千
葉
県
知
事
か
ら
路
線
廃
止
に
反
対

す
る
旨
の
副
申
が
な
さ
れ
、
営
業
廃
止

申
請
は
不
許
可
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
を
受
け
た
会
社
側
は
、
保

有
す
る
15
両
の
車
両
の
内
5
両
を
函
館

水
電
へ
、
4
両
を
阪
神
急
行
電
鉄
に
そ

れ
ぞ
れ
売
却
。
さ
ら
に
軌
道
の
一
部
も

売
却
さ
れ
、
こ
れ
以
降
、
成
田
駅
前
―

宗
吾
間
は
単
線
と
し
て
運
行
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

軍
令
に
よ
り 

廃
線
に

　

年
号
が
昭
和
に
変
わ
っ
て
か
ら
も
路

線
撤
廃
運
動
は
続
き
、
地
元
の
意
向
を

受
け
た
成
田
町
長
は
、
昭
和
12
・
14
年

の
二
度
に
渡
っ
て
鉄
道
大
臣
あ
て
に
廃

止
請
願
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

　

請
願
書
は
、
昭
和
初
期
に
入
っ
て
商

業
的
成
功
例
が
報
告
さ
れ
始
め
た
バ
ス

の
存
在
を
路
線
撤
廃
の
理
由
と
し
て
挙

げ
、
狭
い
参
道
を
歩
く
人
の
間
を
、
縫

う
よ
う
に
バ
ス
が
走
る
こ
と
の
危
険
性

を
指
摘
。
代
替
の
バ
ス
路
線
を
確
保
す

る
た
め
に
、
成
宗
電
車
の
軌
道
を
廃
止

す
る
よ
う
要
求
し
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
当
時
は
日
中
戦
争
の
直

中
で
あ
り
、
国
内
で
は
ガ
ソ
リ
ン
事
情

が
悪
化
。
鉄
道
の
効
用
が
見
直
さ
れ
て

い
た
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
幸
い
し
て
、

路
線
撤
廃
は
未
認
可
に
終
わ
っ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
戦
争
が
激
化
し
、
資
材
不

足
が
深
刻
化
す
る
に
つ
れ
、
地
方
の
閑

散
な
鉄
道
や
遊
覧
的
色
彩
の
強
い
鉄
道

は
、
政
府
か
ら
一
方
的
に
撤
去
を
命
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

　

成
宗
電
車
も
そ
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
、

昭
和
19
年
12
月
10
日
限
り
で
業
務
を
停

止
。
二
つ
の
ト
ン
ネ
ル
を
掘
削
す
る
と

い
う
難
工
事
の
末
に
開
業
し
、
地
元
か

ら
の
根
強
い
反
対
運
動
と
向
き
合
っ
て

操
業
を
続
け
た
成
宗
電
車
で
す
が
、
思

い
が
け
な
い
形
で
そ
の
歴
史
の
幕
を
閉

じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

単
線
化
と 

車
両
の
売
却

　

大
正
初
頭
、
成
宗
電
気
軌
道
で
は
、

大
株
主
の
別
事
業
失
敗
に
伴
う
株
式
譲

渡
、
そ
の
後
を
引
き
受
け
た
銀
行
の
破は

綻た
ん

な
ど
、
会
社
経
営
の
混
乱
が
続
き
ま

し
た
。
こ
れ
に
乗
じ
、
路
線
廃
止
運
動

を
続
け
て
い
た
成
田
の
人
々
が
経
営
の

廃線後、横浜市交通局
に引き取られ、生麦車
庫で解体を待つ成宗電
車（昭和21年・白井昭さ
ん所蔵）

売却され、函館で運行される車両。昭和11年まで、客車として使用されていた（大正末期・白土貞夫さん所蔵）

単線化された軌道。写真右上が現在の赤坂消防署公津
分署付近（出山隆さん所蔵）
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クラス全員が電車の廃止に反対
林 盈六さん（我孫子市）

　昭和12年、当時わたしは本町に住んでいたのですが、交
通事情の改善のために成宗電車の軌道を道路に造り替え、
電車の代わりにバスを走らせようという運動が街中で盛んでし
た。わたしの通っていた成田小学校のクラスでも、そのことを
テーマに学級会で討論しましたが、担任の先生の音頭で決を
取ったら、クラス全員が「成宗電車の廃止に反対」という意見
で一致しました。その後も中学校への通学に利用したり、車
掌として働くようになった同級生と顔を合わせたりと、沿線に
住んでいた私にとっては、とても思い出深い電車です。

チンチン電車とわたし

通学に利用して、しかられたことも
飯嶋 國扶さん（飯田町）

　今では公津地区の風景もすっかり変わってしまいましたが、
新田から大袋までは民家もほとんど建っていなくて、成宗電
車が畑と雑木林の間を走っているような感じでしたね。わたし
が電車を利用したのは、公津小学校への通学時。学校から
は利用が禁止されていましたが、遅刻しそうになったとき、門
限に遅れまいとつい乗ってしまったことがありました。それを、
自転車で通勤途中だった先生に目撃されましてね。怒られて
校門の前に立たされたのも、今では懐かしい思い出です。

全車両が宗吾の停車場に
出山 隆さん（宗吾）

　桜の季節は大勢の人が成宗電車でやってきて、宗吾霊堂
の周辺は大変なにぎわいでした。当時、車両は全部で9両と
聞いていましたが、1両ずつの運行では運び切れなくて、全
ての車両がいっせいに宗吾へ乗り付けたこともありました。当
然、ほとんどの車両は停車場に入り切れず、手前で降ろされ
た乗客は、表の道路へ出るのに、わたしの家など他人の敷
地を通り抜けていました。今思えば、あの頃は電車も人もお
おらかで、いい時代だったね。

特集
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北の地でふたたびSE I S O U

第三章

熱
い
思
い
が
実
を
結
び 

よ
み
が
えっ
た
成
宗
電
車

　

大
正
7
年
、
成
宗
電
車
を
運
営
し
て

い
た
成
田
電
気
軌
道
は
、
保
有
す
る
車

両
の
内
5
両
を
北
海
道
の
函
館
水
電
に

売
却
し
ま
し
た
。

　

そ
の
内
4
台
は
、
昭
和
9
年
の
函
館

の
大
火
で
焼
失
。
残
っ
た
1
両
が
昭
和

11
年
ま
で
客
車
と
し
て
運
行
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
昭
和
12
年
に
ブ
ル
ー
ム
式

除
雪
用
電
車
に
改
造
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

道
路
上
の
雪
を
掃
き
出
し
て
跳
ね
飛

ば
す
除
雪
用
回
転
式
サ
サ
ラ
を
前
面
に

取
り
付
け
、
客
車
部
分
に
モ
ー
タ
ー

な
ど
の
機
器
を
取
り
付
け
る
な
ど
、
か

な
り
の
改
造
が
施
さ
れ
た
も
の
の
、
こ

の
車
両
は
成
宗
電
車
の
面
影
を
色
濃
く

残
し
、
除
雪
車
両
「
雪
二
号
」
と
し
て
、

平
成
4
年
ま
で
冬
季
の
除
雪
作
業
に
活

躍
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
客
車
と
し
て
運
行
さ
れ
て

い
た
当
時
の
姿
に
車
両
を
復
元
し
よ
う

と
、
民
間
の
市
電
愛
好
会
な
ど
が
活
動

を
開
始
。
お
よ
そ
6
0
0
万
円
に
上
る

寄
付
金
を
集
め
る
に
至
っ
た
こ
の
運
動

が
結
実
し
、
函
館
路
面
電
車
開
業
80
周

年
・
函
館
市
制
70
周
年
記
念
事
業
の
一

つ
と
し
て
、
成
宗
電
車
運
行
当
時
の
姿

に
復
元
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

復
元
工
事
は
平
成
5
年
に
完
成
。
現

在
で
は
毎
年
4
月
中
旬
〜
10
月
に
客
車

と
し
て
函
館
市
交
通
局
に
よ
り
運
行
さ

れ
、「
箱
館
ハ
イ
カ
ラ
號ご

う

」
の
愛
称
で

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

函館山を背に除雪作業に従事する「雪二号」（昭和60年・函館市
交通局提供）

〜箱館ハイカラ號〜

函館市内でも観光スポットの多い西部地区を中心に運行

期間を限定し、北海道函館市で
運行されている「箱館ハイカラ號」
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　箱館ハイカラ號は台車の構造がほかの車両と異な
り、扱いにもそれなりのコツが要るため、わたしが専
属の運転士として運行しています。明治時代の車両
を復元したせいか、運転席の窓の位置が低く、や
や足を踏ん張り気味にした姿勢での運転を強いられ
るなど苦労もありますが、細部の造形にこだわった、
個人的な愛着も大きいこの車両を、これからも安全
に運行していきます。

1 �車内では、車掌が乗客一人一人の下を回り、行き先の確認と
運賃の精算を行う

2 �運転席の左側にあるのが、速度制御に使われるマスコンと呼
ばれるレバー。右側には、かつて使われていた手動ブレーキの
レプリカが

3 �運転士と車掌とが連絡合図をするための信鈴装置。ひもを引く
と「チンチン」と鳴る

4 �レトロな雰囲気を楽しめるようデザインされた車内。つり革や照
明器具など、細部まで凝った造り込みがなされている

5 �車内の天井付近には、復元のための寄付に応じた人の名前を
刻んだプレートが飾られている

わたしたちが運行しています

　函館の市電はほとんどがワンマン運転ですが、箱
館ハイカラ號だけは車掌のわたしが切符を切って運
賃の精算をしています。乗客の方が珍しがって、切
符を切る道具について質問されたり、記念撮影にご
一緒させていただいたりすることもあるんですよ。成
田の方には特に、昔は成田市内を走っていたという
この車両に揺られながら、函館観光を楽しんでいた
だきたいですね。

車掌
小野 まゆさん

運転士
山川 武士さん

2

1

3 4

5

特集
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使
用
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
も
「
暗
く
な
っ
た
ら
運
行

し
ま
せ
ん
」
と
い
う
条
件
で
認
可
を
も

ら
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

―
運
行
の
特
徴
は

　

成
宗
電
車
と
し
て
運
行
さ
れ
て
い
た

当
時
は
、
人
が
走
る
の
と
大
差
な
い
速

度
で
走
行
し
て
い
た
車
両
な
の
で
、
ほ

か
の
市
電
と
同
様
の
ス
ピ
ー
ド
で
運
行

す
る
た
め
に
は
相
応
の
運
転
技
術
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
専
属
の
運
転
士
が
い

る
の
も
そ
の
た
め
で
す
。

　

ま
た
、
市
電
の
車
両
は
3
年
に
一
度

分
解
し
て
整
備
し
て
い
ま
す
が
、
コ
ン

マ
1
ミ
リ
単
位
で
の
調
整
が
必
要
な
た

め
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
整
備
担
当
者
の

技
量
頼
み
。
そ
う
し
た
職
人
技
が
、
箱

館
ハ
イ
カ
ラ
號
を
は
じ
め
と
す
る
古
い

車
両
の
運
行
を
支
え
て
い
る
ん
で
す
。

―
成
田
市
民
へ
一
言

　

元
々
は
成
田
市
で
運
行
さ
れ
て
い
た

電
車
を
復
元
し
た
車
両
な
の
で
、
箱
館

ハ
イ
カ
ラ
號
に
乗
車
す
る
た
め
に
成
田

か
ら
来
て
く
だ
さ
る
方
も
多
い
で
す
ね
。

そ
う
い
う
意
味
で
こ
の
車
両
は
、
一
つ

の
観
光
資
源
と
い
う
枠
を
超
え
て
、
成

田
と
函
館
を
結
ぶ
架
け
橋
の
役
割
を

担
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

明
治
時
代
に
造
ら
れ
た
車
両
を
復
元

し
て
い
る
と
い
う
性
質
上
、
ほ
か
の
車

両
よ
り
も
前
後
の
揺
れ
が
大
き
か
っ
た

り
、
ス
テ
ッ
プ
の
段
差
が
高
か
っ
た
り

と
い
う
短
所
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
も

ご
愛
嬌
。
専
属
の
運
転
士
の
腕
と
、
車

掌
の
笑
顔
で
皆
さ
ん
の
楽
し
い
旅
を
サ

ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

函
館
に
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
箱
館
ハ
イ

カ
ラ
號
に
乗
車
し
て
、
か
つ
て
成
田
市

を
走
っ
て
い
た
成
宗
電
車
の
勇
姿
に
思

い
を
馳は

せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

―
復
元
の
き
っ
か
け
は

　

箱
館
ハ
イ
カ
ラ
號
が
除
雪
車
と
し
て

改
造
さ
れ
る
以
前
、
客
車
と
し
て
運
行

さ
れ
て
い
た
時
代
に
乗
務
員
を
さ
れ

て
い
た
方
や
、
市
民
団
体
か
ら
の
要
望

が
直
接
の
き
っ
か
け
で
す
。
ま
た
、
函

館
市
と
し
て
も
、
観
光
資
源
と
し
て
貴

重
な
車
両
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
の
で
、

客
車
と
し
て
復
元
さ
れ
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

―
復
元
の
ポ
イ
ン
ト
は

　

車
両
は
主
体
構
造
が
木
造
で
、
除
雪

車
「
雪
二
号
」
と
し
て
運
行
し
て
い
た

と
き
も
、
そ
れ
は
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
現
代
の
基
準
で
は
、
木
造
の
客
車

は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
い
か
に

し
て
成
宗
電
車
の
外
見
的
・
機
能
的
特

徴
を
損
な
わ
ず
に
国
で
定
め
ら
れ
た
基

準
の
要
件
を
満
た
す
か
、
と
い
う
点
に

工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
鉄
製
の
枠
組
み
の
上

か
ら
木
質
の
化
粧
板
を
施
し
た
り
、
レ

ト
ロ
な
雰
囲
気
で
あ
り
な
が
ら
不
燃
性

の
高
い
素
材
を
シ
ー
ト
に
使
用
し
た
り
。

　

照
明
は
、
当
時
の
雰
囲
気
を
出
す
た

め
に
、
意
図
的
に
光
量
の
弱
い
機
材
を

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

成
田
と
函
館
を
結
ぶ
架
け
橋
に

函
館
市
交
通
局　

廣
瀬 

弘
司
さ
ん

復元され、運行開始式に臨む函館ハイカラ號（平成5年・函館
市交通局提供）
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取材を終えて
　地元成田での反対運動と切り離して語ることができないまま、その35年の
歴史に幕を閉じた成宗電車。しかし、成宗電車が走っていた当時を知る人か
らは、生活の足として大変便利だったことや、子ども心に乗車を楽しみにして
いたことといった好意的な意見が多く寄せられ、成田参詣に訪れた人だけで
なく、地元の人たちにも愛されていた電車であることを知ることができました。
　成宗電気軌道の創立から一世紀以上が経過する中、そうした記憶をとどめ
ている人も少なくなり、成宗電車が走っていたことを示す痕跡の数 も々、徐々
にその姿を消しつつあります。
　その成宗電車を復元した箱館ハイカラ號は、車体を構成する部品が古いた
め、現在の基準に合うように車体をメンテナンスし、安全性を維持することに
大変な労力が必要とされています。それでも「この車両に乗ることを楽しみに函
館へ来てくれる方もいるんです。安全上の問題がなければ、これからも走らせ
続けたい」という函館市の姿勢に心強さを感じるとともに、形あるものを残して
いくことの大切さについて考えさせられました。
　時を隔ててよみがえった成宗電車。車体をミシミシと軋

きし

ませながらも観光客
や地元の人を懸命に運び続けるその車両は、今も未来に向かって走り続けて
います。
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